
「
中
観
佛
教
」
は
、
「
原
始
佛
教
」
や
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
教
」

と
お
な
じ
く
、
佛
教
の
基
礎
学
で
あ
る
。
佛
教
思
想
の
根
本
と
な

り
基
礎
と
な
る
も
の
は
、
「
無
常
」
「
無
我
」
「
空
」
の
思
想
に

あ
る
が
、
中
観
佛
教
は
、
こ
の
佛
教
思
想
の
正
し
い
成
立
を
理
論

的
に
究
明
す
る
こ
と
を
、
特
に
中
心
課
題
と
す
る
佛
教
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
中
観
佛
教
の
祖
で
あ
る
龍
樹
（
ｚ
侭
且
日
〕
関
）
が
「
第

二
の
釈
尊
」
と
い
わ
れ
、
「
八
宗
の
祖
」
と
尊
称
さ
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
観
佛
教
は
、
大
乗
佛
教
の
発
展

に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
大
乗
佛
教
の
そ
の
後

の
発
展
は
、
す
、
へ
て
な
ん
ら
か
の
意
味
で
、
そ
の
教
義
を
龍
樹
の

中
観
佛
教
に
負
う
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
中
観
佛
教
は
、
佛
教
思

想
の
根
本
に
な
り
基
礎
に
な
る
も
の
と
し
て
、
全
佛
教
的
に
、
ま

イ
ン
ド
佛
教
へ
の
道
し
る
ゞ
へ
（
三
）

ｌ
中
観
佛
教
Ｉ

こ
と
に
大
き
な
比
亜
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
↑
中
観
佛
教

は
、
佛
教
に
哲
学
的
な
基
礎
と
宗
教
的
な
深
さ
と
を
与
え
る
も
の

で
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
、
広
く
佛
教
を
学
ぼ
う
と
す

る
者
は
、
「
原
始
佛
教
」
に
よ
っ
て
釈
尊
の
教
説
に
接
し
、
「
ア

ビ
ダ
ル
マ
佛
教
」
に
よ
っ
て
広
範
な
佛
教
研
究
の
領
域
を
う
か
が

う
の
み
な
ら
ず
、
す
す
ん
で
、
こ
の
「
中
観
佛
教
」
に
よ
っ
て
、

仙
教
思
想
の
根
本
に
深
く
思
い
を
こ
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

私
は
＄
こ
れ
が
佛
教
を
学
ぶ
者
の
基
礎
的
な
態
度
で
あ
ろ
う
、
と

思
っ
て
い
る
。

「
中
観
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
目
幽
目
笥
目
湧
（
中
）
と
い
う
梵

語
の
漢
訳
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
ど
お
り
に
い
え
ば
、

「
中
観
佛
教
」
は
「
中
佛
教
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
観
」
と
い
う

字
が
「
中
」
に
附
加
さ
れ
る
の
は
、
「
中
」
が
「
中
道
」
を
意
味

す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
観
佛
教
を

安

井

広

済
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直
接
専
攻
す
る
者
で
も
、
初
心
者
は
空
の
思
想
に
目
を
奪
わ
れ
て
、

口
に
中
観
、
中
観
と
い
い
な
が
ら
、
案
外
、
漠
然
と
中
観
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
初
心
者
の
中
に
は
中
観
佛
教
を
否
定
主

義
の
よ
う
に
考
え
る
者
す
ら
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
中
観
」
が
「
中

道
」
の
意
味
で
あ
り
、
中
観
佛
教
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
が
中
道
に
あ

る
こ
と
を
見
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
有
無
の
二
辺
を
は
な
れ
た
絶

対
肯
定
的
な
真
実
を
語
ろ
う
と
す
る
の
が
、
中
観
佛
教
で
あ
る
。

龍
樹
に
始
ま
る
中
観
佛
教
は
、
中
観
学
派
（
冒
且
ご
四
目
冨
中
学

派
、
中
道
学
派
）
と
い
わ
れ
、
中
道
を
学
派
名
と
し
、
佛
陀
以
来

の
中
道
の
解
明
に
重
き
を
お
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
特

に
、
わ
れ
わ
れ
の
明
ら
か
に
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ

る
。
龍
樹
に
よ
る
と
、
「
空
性
と
縁
起
と
中
道
は
同
一
義
」
と
い

わ
れ
て
お
り
、
中
観
佛
教
は
、
「
縁
起
」
が
意
味
す
る
「
空
」
の

論
理
に
よ
っ
て
、
「
中
道
」
を
あ
や
ま
り
な
く
示
そ
う
と
す
る
の

で
あ
っ
て
、
中
道
の
思
想
を
の
ぞ
い
た
な
ら
ば
＄
中
観
佛
教
は
全

く
無
意
味
で
あ
る
。
中
観
佛
教
に
よ
る
か
ぎ
り
、
佛
教
思
想
の
根

本
は
「
空
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
実
に
「
中
道
」
で
あ
り
「
中

観
」
な
の
で
あ
る
。
中
観
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
は
、
ま
ず
も
っ
て
、

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

し
か
し
、
中
観
佛
教
を
学
ぼ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
、
ど
う

始
め
て
よ
い
か
、
と
ま
ど
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
「
縁
起
」
と
い

い
、
「
空
」
と
い
い
、
「
中
道
」
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
分
り

に
く
い
概
念
で
あ
っ
て
、
学
者
に
よ
っ
て
意
見
も
ち
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
私
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
ま
ず
、
中
観
佛
教
に
か
ん
す

る
諸
文
献
と
、
こ
れ
ら
に
た
い
す
る
文
献
学
的
な
研
究
と
を
紹
介

し
、
と
り
あ
え
ず
、
「
中
観
佛
教
」
へ
の
道
し
る
ゞ
へ
と
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
文
献
学
的
な
知
識
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
思
想

内
容
を
了
解
す
る
の
が
大
切
で
あ
る
。
佛
教
の
中
で
も
、
こ
と
に

中
観
佛
教
は
思
想
的
、
哲
学
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
わ

れ
わ
れ
は
種
友
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
の
内
容
を
い
ろ
い

ろ
と
思
索
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
、
続
く

第
三
節
に
お
い
て
研
究
書
も
指
示
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
近
代

に
お
け
る
中
観
佛
教
の
研
究
は
、
主
と
し
て
梵
語
や
チ
バ
ッ
ト
語

に
よ
る
文
献
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
ほ
ど
の
間
に
め
ざ

ま
し
い
進
歩
を
と
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、

こ
う
い
う
文
献
学
的
な
研
究
の
領
域
を
始
め
に
い
ち
お
う
な
り
と

も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
中
観
佛
教
を
専

攻
し
よ
う
と
す
る
程
の
者
な
ら
ば
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
れ
ら
の
あ

一
一
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中
観
佛
教
に
か
ん
す
る
文
献
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
あ
げ
る
べ

き
も
の
は
も
ち
ろ
ん
龍
樹
の
著
作
で
あ
る
。
彼
の
著
作
と
称
せ

ら
れ
る
も
の
は
数
多
く
、
真
偽
未
決
の
作
品
も
あ
る
が
、
注
目
す

べ
き
も
の
は
、
大
体
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

⑩
「
中
論
」
（
昌
自
ご
騨
旨
騨
冨
‐
厨
凰
冨
）

「
根
本
中
論
」
と
い
わ
れ
、
「
根
本
」
と
い
う
形
容
詞
に
よ
っ

て
格
段
の
尊
敬
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
書
は
‐
龍
樹
の
初
期

の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
龍
樹
は
彼
の
中
観
哲
学
の
理

論
と
な
る
も
の
を
、
本
書
に
お
い
て
各
種
の
方
面
か
ら
全
力
を

あ
げ
て
述
べ
よ
う
と
す
る
よ
う
て
あ
る
。
全
休
が
二
十
七
章
に

分
か
れ
、
四
四
七
の
偶
頌
よ
り
成
る
が
、
梵
・
蔵
・
漢
の
三
本

を
対
照
す
る
と
～
偶
頌
の
数
に
つ
い
て
多
少
の
異
同
が
あ
り
、

偶
頌
の
読
み
方
に
、
こ
と
に
多
く
の
相
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

原
典
的
な
整
理
は
、
ま
だ
完
全
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、

宇
井
伯
寿
「
国
訳
中
論
」
（
国
訳
大
蔵
経
論
部
五
）
、
羽
溪
了
諦

「
中
論
」
（
国
訳
一
切
経
中
観
部
一
）
、
宇
井
伯
寿
「
中
論
」
（
東

洋
の
論
理
、
所
収
）
平
川
彰
「
中
論
」
（
世
界
古
典
文
学
全
集
「
佛

典
Ｉ
」
、
所
収
）
が
あ
り
、
入
門
者
に
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
三

枝
充
恵
・
久
我
順
「
中
論
梵
漢
蔵
対
照
語
彙
」
（
大
乗
佛
教
の
成

ら
ま
し
ぐ
ら
い
は
、
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
《

立
史
的
研
究
附
録
）
が
あ
り
、
研
究
者
に
便
利
で
あ
る
。
本
書
に

は
、
次
の
よ
う
な
七
種
類
の
註
釈
書
が
存
す
る
。

③
無
畏
註
（
シ
再
ｏ
ｇ
昌
騨
）

龍
樹
の
自
註
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
池
川
澄
達
氏
や
オ
ゞ
〈

Ｉ
ミ
ラ
ー
教
授
は
こ
れ
を
疑
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
の

み
存
し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ワ
レ
ー
ザ
ー
教

授
の
独
訳
が
あ
り
、
ま
た
、
池
田
澄
達
氏
の
邦
訳
、
寺
本
椀

雅
氏
の
邦
訳
が
あ
る
。

⑥
青
目
（
国
ロ
盟
旨
《
）
の
註

漢
訳
の
み
に
存
し
、
古
来
、
中
国
・
日
本
の
中
観
佛
教
の

典
範
と
し
て
学
習
さ
れ
た
註
釈
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ワ
レ

ー
ザ
ー
教
授
の
独
訳
が
あ
る
。

◎
佛
謹
（
切
目
自
名
昌
国
）
の
註

チ
バ
ヅ
ト
訳
に
の
み
存
す
る
。
第
一
章
の
邦
訳
（
大
竹
照

真
、
密
教
研
究
四
二
‐
四
五
、
五
九
）
が
あ
る
が
＄
全
訳
は

発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
の
註
釈
の
ス
タ
イ
ル
は
、
プ
ー
フ

ー
サ
ン
ギ
ヵ
の
学
風
と
し
て
、
月
称
の
註
釈
へ
伝
承
さ
れ
る
。

⑥
清
弁
（
切
冨
ぐ
段
ぐ
き
①
富
）
の
註

漢
訳
と
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
と
に
存
す
る
。
漢
訳
は
「
般
若
灯
論

釈
」
と
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
た
い
す
る
部
分
的
な
邦
訳

（
梶
山
雄
一
、
館
十
八
章
の
訳
。
「
世
界
の
名
著
、
大
乗
仙
典
」
所
収
）
、
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（
安
井
広
済
、
第
二
十
五
章
後
半
の
訳
。
「
中
観
思
想
の
研
究
」
所
収
）

が
あ
る
が
、
全
訳
は
な
い
。
本
書
の
註
釈
の
ス
タ
イ
ル
は
ス

ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カ
の
学
風
で
あ
り
、
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
と

対
立
す
る
。
な
お
、
本
書
に
は
、
ア
ヴ
ァ
ロ
ー
キ
タ
ヴ
ラ
タ

（
ど
巴
○
冨
国
ぐ
国
冨
）
の
詳
細
な
註
釈
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
存

す
る
。

⑨
安
恵
（
陣
三
国
日
四
ｓ
の
註

漢
訳
（
大
乗
中
観
釈
論
）
の
み
存
す
る
。
大
正
蔵
経
は
第

九
巻
ま
で
、
後
の
九
巻
は
卍
字
蔵
経
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

㈹
月
称
（
ｏ
色
目
国
盲
目
）
の
註

唯
一
の
梵
語
原
典
で
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
も
存
す
る
。
漢
訳
は

存
し
な
い
。
梵
語
原
典
は
「
浄
名
句
論
」
（
勺
国
“
四
目
屋
冨
目
）

と
い
わ
れ
、
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
ー
サ
ン
教
授
に
よ
っ

て
校
訂
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
中
観
思
想
の
研
究
の

発
達
を
う
な
が
し
た
貴
重
な
文
献
で
、
欧
訳
と
し
て
＄
ス
チ
ェ

ル
ー
ハ
ッ
キ
ー
（
第
一
、
二
十
五
章
の
英
訳
）
、
シ
ヤ
イ
エ
ル
（
第
五
、

第
十
二
’
第
十
六
の
独
訳
、
お
よ
び
、
第
十
章
の
独
訳
）
、
ラ
モ
ー

ト
（
第
十
七
章
の
佛
訳
）
、
ド
・
ヨ
ン
グ
（
第
十
八
ｌ
輔
二
十

二
章
の
佛
訳
）
、
ジ
ャ
ッ
ク
メ
イ
（
第
二
ｌ
第
四
、
第
六
ｌ

第
九
、
第
十
一
、
第
二
十
三
、
第
二
十
四
、
第
二
十
六
、
第
二
十
七

章
の
佛
訳
）
な
ど
の
部
分
訳
が
あ
る
。
邦
訳
と
し
て
は
、
荻

原
雲
来
博
士
（
第
十
二
章
’
第
十
七
章
、
「
荻
原
雲
来
文
雄
」

所
収
）
‐
山
口
益
博
士
（
第
一
章
’
第
十
一
章
、
「
中
論
釈
」

Ｉ
、
Ⅱ
）
、
金
倉
円
照
博
士
（
第
十
九
章
、
蝿
静
燕
蛙
「
東
洋
思

想
論
集
」
所
収
）
、
長
尾
雅
人
博
士
（
第
十
五
章
、
「
世
界
の
名

著
、
大
乗
佛
典
」
所
収
）
の
訳
が
あ
る
。

な
お
、
右
の
欧
訳
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
三
枝
充
恵
氏
の
詳

し
い
紹
介
が
あ
る
（
理
想
一
九
六
五
、
九
）
。

⑧
順
中
諭

無
着
（
琵
切
自
彊
）
の
作
。
中
論
の
思
想
に
よ
っ
て
般
若

経
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
作
品
で
あ
っ
て
、
厳

密
に
い
え
ば
「
中
諭
」
の
註
釈
害
と
い
え
な
い
が
、
「
中
論
」

の
八
不
の
偶
な
ど
、
「
中
諭
偶
」
を
部
分
的
に
引
用
解
釈
し

て
い
る
。
漢
訳
の
み
に
存
す
る
。

②
「
六
十
頌
如
理
論
」
（
禺
巳
目
‐
笛
昌
冨
）

本
書
は
、
「
中
論
」
の
よ
う
な
理
論
哲
学
書
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
、
佛
教
に
た
い
す
る
龍
樹
の
理
解
を
率
直
に
述
べ
よ
う

と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
吾
の
梵
語
原
典
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
あ
り
、
月
称
の
註
釈

の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
が
あ
る
。
研
究
と
し
て
は
‐
崗
冒
一
．
浮
冨
＆
２
‐

氏
の
漢
訳
よ
り
の
独
訳
が
あ
り
‘
山
口
益
博
士
の
註
釈
的
研
究

89



（
中
観
佛
教
論
孜
三
一
頁
’
一
○
九
頁
）
が
あ
る
。

③
「
七
十
空
性
論
」
窃
目
冨
薗
‐
野
宮
秒
ｇ

「
中
論
」
の
思
想
を
部
分
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
梵

語
原
典
と
漢
訳
と
が
存
し
な
い
が
、
チ
ゞ
、
ヘ
ッ
ト
訳
が
存
し
、
ま

た
、
龍
樹
の
自
註
お
よ
び
、
月
称
と
。
〈
ラ
ヒ
タ
（
崗
閂
四
冨
冨
）

諭
師
と
の
註
釈
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
存
す
る
。
研
究
と
し
て
は
、

山
口
益
博
士
の
「
龍
樹
論
師
の
七
十
空
性
偶
」
（
佛
教
研
究
、
第

五
巻
、
一
・
三
・
四
、
第
六
巻
）
が
あ
る
・

㈱
「
廻
諄
論
」
（
ぐ
侭
国
富
ぐ
乱
ｄ
目
菌
昌
）

「
中
諭
」
の
思
想
を
部
分
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

説
一
切
有
部
、
あ
る
い
は
、
’
一
ヤ
ー
ヤ
学
派
に
た
い
す
る
対
論

の
形
式
で
構
成
さ
れ
た
諭
吉
で
あ
っ
て
、
中
観
思
想
の
理
論
的

立
場
を
う
か
が
わ
し
め
る
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
作
品
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
梵
語
原
典
も
チ
“
ヘ
ッ
ト
訳
も
漢
訳
も
存
す
る
。
梵

語
原
典
は
冨
堅
⑳
侭
の
釦
呂
旨
○
尉
昇
盲
目
＆
亘
昌
の
⑳
）
后
凹
に

掲
載
さ
れ
た
、
ジ
ョ
ソ
ス
ト
ン
と
ク
ン
ス
ト
と
に
よ
っ
て
校
訂

さ
れ
た
も
の
が
新
し
い
。
「
密
教
文
化
」
（
第
七
’
十
、
第
十

二
）
に
掲
載
さ
れ
た
山
口
益
博
士
の
研
究
は
完
結
し
て
い
な
い

が
、
昭
和
十
九
年
の
真
宗
大
谷
派
の
安
居
に
お
い
て
、
博
士
は

全
文
の
邦
訳
を
プ
リ
ン
ト
で
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
、

「
世
界
の
名
著
」
（
大
乗
佛
典
）
の
中
に
、
梶
山
雄
一
氏
が
邦

訳
を
発
表
し
た
。

⑤
「
広
破
論
」
（
ご
鯉
匙
昌
冨
も
国
冨
国
冨
）

特
に
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
に
た
い
し
て
書
か
れ
た
論
駁
書
で
あ
る
。

チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
の
み
存
す
る
。
研
究
と
し
て
は
、
山
口
益
博
士
の

「
正
理
学
派
に
た
い
す
る
龍
樹
の
諭
書
」
（
中
観
佛
教
諭
政
二

一
頁
’
一
六
五
頁
）
が
あ
る
。

⑥
「
宝
行
王
正
論
」
（
阿
鼻
口
割
昌
）

国
王
や
国
民
の
実
践
す
や
へ
き
正
法
を
説
い
た
害
で
あ
っ
て
、

龍
樹
の
著
作
と
し
て
は
、
甚
だ
異
色
あ
る
作
品
で
あ
る
。
梵
語

原
典
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
存
す
る
が
、
英
訳
を
附
し
て

発
表
し
た
ト
ウ
ヅ
チ
教
授
の
校
訂
梵
文
（
］
閃
シ
皿
屋
程
》
ら
獣
）

は
、
完
本
で
な
い
。
第
一
章
に
た
い
し
て
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教

授
の
独
訳
が
あ
る
が
、
最
近
、
瓜
生
津
隆
真
氏
が
、
梵
文
を
欠

い
た
部
分
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
袖
い
、
全
文
の
邦
訳
を
発

表
し
た
（
世
界
古
典
文
学
全
集
「
佛
典
」
Ｉ
、
三
四
九
’
三
七
二
頁
）
。

な
お
、
本
書
に
は
、
ア
ジ
タ
ミ
ト
ラ
（
戸
言
少
冒
胃
騨
）
の
註
釈

が
あ
り
、
チ
零
ヘ
ッ
ト
訳
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
研
究
と
し
て
は
、

和
田
秀
夫
「
宝
堂
諭
（
両
”
目
曽
昌
）
の
内
容
概
観
」
（
大
谷
学

繩
、
一
三
、
五
）
、
「
佛
教
の
政
道
論
」
（
日
本
佛
教
学
会
年
報
、
第

十
八
号
）
、
中
村
元
「
佛
教
徒
の
政
治
思
想
」
（
「
大
乗
佛
教
の
成

立
史
的
研
究
」
、
三
八
一
’
四
四
六
）
が
あ
る
。
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⑦
「
因
縁
心
諭
頌
」
（
国
幽
首
耳
鼠
四
目
目
冨
烏
‐
耳
三
四
菌
）

漢
訳
と
チ
？
ヘ
ッ
ト
訳
と
が
存
す
る
。
十
二
縁
起
に
か
ん
す
る

小
論
で
あ
る
が
、
ウ
ラ
ン
ガ
（
白
匿
侭
冒
）
の
註
釈
の
漢
訳
が

存
す
る
。
プ
ー
サ
ン
教
授
の
佛
訳
（
ゴ
諒
目
①
号
、
号
目
の

。
四
口
⑳
の
》
シ
弓
①
且
買
肖
ぐ
）
が
あ
り
、
ウ
ラ
ン
ガ
の
註
訳
は
ゴ
ー

カ
レ
ー
教
授
に
よ
っ
て
独
訳
さ
れ
て
い
る
。

⑥
「
四
讃
」
（
９
目
富
国
ぐ
鱒
）

無
譽
、
超
世
間
、
心
金
剛
、
勝
義
の
四
を
含
ん
だ
格
調
の
高

い
宗
教
的
な
詩
で
あ
っ
て
、
月
称
の
プ
ラ
サ
ン
ナ
。
〈
グ
ー
な
ど

に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
る
プ
ー
サ

ン
教
授
の
佛
訳
（
旨
三
思
○
口
己
屋
）
が
あ
る
が
、
ト
ウ
ッ
チ
教

授
は
、
勝
義
讃
と
無
害
讃
の
梵
文
を
発
見
し
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
と

英
訳
と
を
附
し
て
発
表
し
た
（
］
閃
シ
の
ら
笛
）
。
ま
た
、
超
世

間
、
無
譽
、
不
可
思
議
、
勝
義
を
四
讃
と
す
る
伝
承
も
あ
り
、

ト
ウ
ッ
チ
教
授
は
、
こ
の
四
讃
に
た
い
す
る
ア
ム
リ
タ
ー
カ
ラ

（
シ
白
目
己
〈
胃
四
）
の
要
義
（
野
日
射
胃
昏
騨
）
の
梵
文
を
発
見
し

公
表
し
た
（
旨
目
○
儲
国
且
自
陣
目
の
鴬
〃
局
Ｐ
鼻
呂
》
畠
認
辞
凰
①

○
且
①
貝
己
園
○
日
四
目
滅
）
。
さ
ら
に
、
酒
井
真
典
博
士
は
、
こ

れ
に
も
と
づ
い
て
↑
四
讃
の
本
文
と
要
義
と
を
邦
訳
し
た
（
日

本
佛
教
学
会
年
服
第
二
十
円
号
）
。

⑨
「
菩
提
資
糧
諭
」
（
国
且
ご
函
且
〕
言
国
‐
閏
昇
国
）

菩
薩
の
菩
提
を
う
る
た
め
の
資
糧
を
説
き
、
「
十
住
毘
婆
沙

論
」
と
関
係
の
深
い
害
で
あ
る
。
全
体
が
偶
頌
よ
り
成
る
が
、

自
在
比
丘
の
註
釈
が
存
す
る
。
し
か
し
、
本
書
の
偶
頌
・
註
釈

の
い
ず
れ
に
も
梵
語
原
典
と
チ
↓
ヘ
ッ
ト
訳
と
が
存
し
な
い
。
本

書
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
国
訳
一
切
経
」
諭
集

部
五
に
大
野
法
道
氏
の
国
訳
が
あ
る
。

⑩
「
十
住
毘
婆
沙
諭
」
ｅ
鼠
巴
〕
目
目
冨
‐
ぐ
ぎ
旨
の
四
‐
獣
鼻
目
）

華
厳
経
十
地
品
の
解
釈
論
で
あ
る
が
、
こ
と
に
、
そ
の
「
易

行
品
」
は
浄
土
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
漢
訳
に
の
み
存

す
る
。
原
典
批
判
的
な
研
究
と
し
て
、
平
川
彰
「
十
住
毘
婆
沙

諭
の
著
者
に
つ
い
て
」
（
印
俳
研
５
，
２
）
、
長
谷
岡
一
也
「
龍

樹
の
浄
土
教
思
想
」
な
ど
が
あ
る
。

⑪
「
大
智
度
論
」
（
旨
昌
弓
且
冒
冨
国
日
津
寧
獣
算
国
）

「
大
品
般
若
経
」
の
註
釈
書
。
原
始
経
典
を
引
用
し
て
解
釈

す
る
特
色
あ
る
大
部
の
作
品
で
あ
る
。
漢
訳
の
み
に
存
す
る
。

支
那
、
日
本
の
佛
教
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
が
、
龍
樹
の
真

撰
た
る
こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
干
潟
龍
祥
「
智
度
論
の
作
者

に
つ
い
て
」
（
印
佛
研
７
，
１
）
。
な
お
、
本
書
に
は
第
十
八
巻

ま
で
の
ラ
モ
ー
ト
教
授
の
佛
訳
が
あ
る
。

⑫
「
十
二
門
論
」
ｅ
３
§
留
日
目
冒
‐
識
の
吋
騨
）

「
中
諭
」
の
綱
要
害
と
し
て
、
支
那
、
日
本
の
佛
教
に
重
ん
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さ
て
、
龍
樹
に
は
多
く
の
弟
子
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

彼
の
後
継
者
と
な
っ
て
後
世
に
名
を
と
ど
め
た
主
た
る
弟
子
は
、

聖
提
婆
（
宵
冒
‐
ロ
①
ぐ
段
）
で
あ
る
。
聖
提
婆
に
は
、
次
の
よ
う
な

著
作
が
あ
る
。

④
「
四
百
論
」
（
ｏ
胃
烏
曾
雷
厨
）

本
書
は
、
聖
提
嵯
の
主
著
で
あ
り
、
十
六
章
に
わ
か
れ
、
前

半
八
章
は
中
観
学
派
の
精
神
的
訓
練
に
つ
い
や
さ
れ
、
後
半
八

章
は
サ
ー
ン
キ
ャ
や
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
如
き
非
佛
教
徒
に

た
い
す
る
反
駁
に
つ
い
や
さ
れ
て
い
る
。
梵
語
原
典
と
し
て
は
、

月
称
の
註
釈
の
つ
い
た
断
片
が
〈
ラ
プ
ラ
サ
ー
ド
・
シ
ャ
ス
ト

リ
教
授
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
（
旨
①
日
（
自
。
“

ぜ
ら
れ
た
が
、
龍
樹
の
真
撰
た
る
こ
と
は
、
疑
わ
し
い
。
安
井

広
済
「
十
二
門
論
は
果
た
し
て
龍
樹
の
著
作
か
」
（
「
中
観
思
想

の
研
究
」
三
七
四
’
三
八
三
頁
）
。

⑬
「
大
乗
二
十
頌
論
」
（
冨
巴
〕
ご
目
騨
ぐ
目
芭
畠
）

小
論
で
あ
る
が
、
唯
心
論
的
思
想
を
も
っ
た
作
品
と
し
て
注

意
さ
れ
る
。
梵
語
原
典
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
淡
訳
、
い
ず
れ
も
存

す
る
。
梵
語
原
典
は
ト
ウ
ッ
チ
教
授
に
よ
っ
て
英
訳
を
附
し
て

発
表
さ
れ
た
が
（
巨
旨
○
常
国
巨
且
目
鼻
目
①
〆
蕨
．
勺
四
昇
ら
、
龍

樹
の
真
撰
た
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。

ｇ
斥
面
の
シ
⑩
匡
丘
ｏ
ｍ
ｏ
ａ
①
ご
『
旦
面
①
ロ
、
こ
』
く
巳
．
旨
胃
》
○
巳
の
巨
洋
四
』

后
望
）
。
し
か
し
、
月
称
の
註
釈
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
完
本
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
ー
イ
ド
ヤ
教

授
や
ブ
〈
ツ
タ
チ
ヤ
ル
ヤ
教
授
な
ど
が
照
合
研
究
し
、
部
分
的

な
梵
語
訳
を
お
こ
な
っ
た
。
本
書
の
註
釈
書
と
し
て
は
、
月
称

の
註
釈
の
ほ
か
に
謹
法
（
目
目
日
日
騨
凰
盲
）
の
「
広
百
論
釈
諭
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
の
後
半
に
た
い
す
る
註
釈
で
あ
り
、

し
か
も
、
漢
訳
に
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
研
究
と
し
て
は
、
山

口
益
博
士
の
「
聖
提
婆
造
四
百
観
諭
に
於
け
る
説
法
百
義
の
要

項
」
（
「
中
観
佛
教
論
孜
」
所
収
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
月
称
の
註

釈
に
よ
っ
て
四
百
論
前
半
の
要
義
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
最
近
、
山
口
博
士
は
鈴
木
学
術
財
団
の
研
究
年
報
（
一

九
六
四
）
に
「
月
称
造
四
百
論
註
釈
破
常
口
叩
の
解
読
」
を
発
表

し
た
。

②
「
百
論
」
（
曽
冨
‐
笛
め
茸
騨
）

四
百
論
の
後
半
の
内
容
に
似
た
作
品
で
、
四
百
論
に
た
い
す

る
入
門
書
と
見
ら
れ
る
。
漢
訳
に
の
み
存
す
る
。
ト
ウ
ッ
チ
教

授
の
英
訳
（
宅
ｇ
‐
ロ
旨
目
嗜
国
巨
目
巨
鴛
Ｆ
ｏ
唱
○
〕
曾
臣
閨
騨
目
．

⑦
酔
農
乏
四
再
○
国
①
貝
己
貯
風
＄
〆
Ｆ
園
Ｃ
が
あ
る
。
な
お
、

四
百
論
、
広
百
論
、
百
論
に
つ
い
て
は
；
宇
井
伯
寿
博
士
「
印

度
哲
学
研
究
」
第
一
を
参
照
。

qク
シー



③
「
百
字
論
」
（
ど
賜
胃
勢
‐
轡
曾
冨
）

サ
ー
ン
キ
ヤ
や
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
に
た
い
す
る
論
破
を
主

と
し
た
小
論
で
あ
る
。
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
存
す
る
。
研

究
と
し
て
、
山
口
益
博
士
「
漢
蔵
対
照
百
字
論
及
び
訳
註
」

（
大
谷
学
報
、
第
十
一
巻
、
二
）
が
あ
る
。

④
「
心
障
清
浄
論
」
（
Ｑ
詐
四
ぐ
威
且
含
〕
言
国
冨
国
目
）

聖
提
婆
の
作
品
で
あ
る
か
否
か
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
山

田
龍
城
博
士
に
よ
っ
て
、
梵
語
原
典
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
対
照
し

て
校
訂
ざ
れ
邦
訳
さ
れ
て
い
る
（
文
化
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第

八
号
）
。

⑤
「
智
心
髄
集
」
（
］
副
ロ
沙
協
国
鋤
閏
冒
ｐ
ｏ
８
園
）

真
撰
か
否
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
研
究
と
し
て
、
山
口
益

博
士
「
聖
提
婆
に
帰
せ
ら
れ
た
中
観
諭
書
」
（
中
槻
佛
教
諭
政
、

所
収
）
が
あ
る
。

聖
提
婆
以
後
の
二
百
年
ほ
ど
の
中
観
学
派
の
歴
史
は
全
く
明
ら

か
で
な
い
が
、
婆
蔽
（
ぐ
尉
皀
）
が
「
百
論
」
を
註
釈
し
、
青
目

（
国
侭
巴
四
）
が
「
中
論
」
を
註
釈
し
た
。
こ
の
二
書
は
漢
訳
に
存

し
、
青
目
釈
の
漢
訳
「
中
論
」
が
支
那
・
日
本
の
中
観
佛
教
の
典

範
と
な
っ
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
時
代
に
ラ
ー
フ
ラ
バ
ド
ラ
（
園
竺
旨
盲
目
色
目
）
が
あ
り
、
中
論

に
註
釈
を
つ
く
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
、

次
に
述
今
へ
る
佛
護
以
後
の
中
観
学
派
と
の
継
承
関
係
は
、
明
ら
か

で
な
い
。

中
観
学
派
は
佛
護
（
詞
二
（
臣
国
凰
胃
四
ミ
？
豊
三
と
清
弁

（
国
颪
ぐ
騨
ぐ
弓
の
冒
乞
？
臼
ｅ
の
時
代
ご
ろ
よ
り
、
学
説
を
組
織

化
し
、
学
派
と
し
て
の
新
し
い
発
展
を
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
佛
護
と
清
弁
は
学
風
を
異
に
し
、
佛
護
の
系
統
は
プ
ラ
ー

サ
ン
ギ
カ
（
勺
昌
、
ｇ
唱
冨
）
と
い
わ
れ
↑
清
弁
の
系
統
は
ス
ヴ
ァ

ー
タ
ン
ト
リ
カ
（
の
乱
冨
具
昌
ｓ
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
二
流
派
の

相
異
に
つ
い
て
は
、
野
沢
静
証
博
士
「
中
観
両
学
派
の
対
立
と
そ

の
真
理
観
」
（
「
佛
教
の
根
本
真
理
」
所
収
）
に
詳
細
で
あ
る
。
現
在
、

佛
穫
の
著
作
と
し
て
は
↑
先
に
「
中
論
」
の
所
で
紹
介
し
た
「
中

諭
註
」
の
一
書
が
チ
篝
ヘ
ッ
ト
訳
に
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
清
弁
の
著
作
に
は
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

の
「
中
観
心
諭
」
（
冒
自
号
冒
目
騨
冨
‐
耳
己
昌
沙
‐
冨
昌
自
陣

ぐ
Ｈ
詳
武
》
目
秒
ユ
門
旦
ぐ
巴
巴

清
弁
の
主
著
と
な
る
体
系
的
著
作
で
あ
る
。
全
体
が
十
一
章

よ
り
成
り
、
こ
の
中
で
、
清
弁
は
そ
れ
ぞ
れ
一
章
を
つ
い
や
し

て
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
、

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
学
説
を
批
判
し
、
す
こ
ぶ
る
重
要
視
さ
れ

る
。
本
書
に
は
漢
訳
は
な
い
。
梵
語
原
典
は
断
片
と
し
て
存
す
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③
「
般
若
灯
論
釈
」
（
勺
且
目
冒
四
日
冨
‐
目
巳
湧
‐
目
且
耳
騨
‐

目
巴
臼
‐
昌
詳
首
）

本
書
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
中
論
」
の
註
の
所
で
、
す
で
に

紹
介
し
た
。

④
「
掌
珍
論
」
（
扇
自
己
騨
冒
貝
昌
）

清
弁
の
中
観
学
説
を
ま
と
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
漢
訳
に

る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
完
本
と
し
て
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
三
章
が
野
沢
静
証
博
士
（
密
教
文
化

第
二
十
八
号
’
第
三
十
一
号
、
第
三
十
四
号
、
第
四
十
三
、
四
十
四

号
）
、
第
五
章
が
山
口
益
博
士
（
佛
教
に
お
け
る
無
と
有
と
の
対
論
）
、

第
七
章
が
宮
坂
宥
勝
博
士
（
高
野
山
大
学
論
叢
第
一
号
）
、
第
八

章
が
中
村
元
博
士
（
初
期
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
）
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
、
邦
訳
、
あ
る
い
は
、
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
研
究
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
水
野
弘

元
博
士
還
暦
記
念
「
新
・
佛
典
解
題
事
典
」
二
五
二
頁
、
春
秋

社
）
に
詳
細
で
あ
る
。

②
「
異
部
分
別
釈
」
（
冒
圃
冒
台
冒
烏
‐
ぐ
ご
目
侭
伊
‐
ご
国
‐

屏
彦
冒
劉
目
、
）

小
乗
諸
部
派
の
学
説
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
害
の
本
文
は
「
中
観
心
論
」
の
第
四
章
「
声
聞
真
実
決
択

草
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

清
弁
の
時
代
よ
り
、
わ
ず
か
に
お
く
れ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
が
、

月
称
名
鯉
且
国
冒
昌
巴
？
＄
ｅ
で
あ
る
。
彼
は
、
佛
護
の
プ

ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
の
学
風
を
宣
揚
し
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
龍

樹
・
聖
提
婆
の
著
作
に
註
釈
を
あ
ら
わ
し
、
中
観
学
派
の
体
系
に

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
形
態
を
与
え
た
。
彼
に
は
、
次
の
よ
う
な
著

作
が
あ
る
。

の
み
存
し
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
プ
ー
サ
ン
教
授
の
佛
訳
ｅ
涼
‐

厨
昌
鳴
ｍ
８
首
○
厨
興
ｇ
ｐ
Ｑ
Ｑ
宮
Ｐ
ロ
①
目
）
が
あ
る
。

⑤
「
中
観
義
集
」
（
冨
嵐
ご
鯵
目
騨
箇
‐
目
昏
騨
‐
“
四
目
噴
煙
ｇ
）

⑥
「
中
観
縁
起
論
」
（
冨
邑
ご
凹
目
騨
冨
‐
宮
窪
鼻
冒
切
座
日
具
冨
‐

Ｑ
四
）

例
「
中
観
宝
灯
論
」
（
巨
昌
身
竺
目
陛
冨
‐
畠
目
色
‐
冒
騨
自
彊
）

右
の
三
吉
は
、
清
弁
の
著
作
で
あ
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
、
後
期
中
観
学
派
の
作
品
と
し
て
注
意
す

べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
チ
『
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
の
み

存
す
る
。
「
中
観
義
集
」
と
「
中
観
縁
起
論
」
と
は
、
き
わ
め

て
短
い
小
論
で
あ
る
。
「
中
観
宝
灯
諭
」
に
た
い
し
て
は
、
山

口
益
博
士
の
研
究
が
あ
り
（
「
中
観
派
に
お
け
る
中
観
説
の
綱
要
害
」

大
谷
大
学
研
究
年
報
、
第
二
靴
）
、
ま
た
、
荷
葉
堅
正
氏
の
研
究
が

あ
る
（
本
誌
、
第
四
号
）
。
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の
「
入
中
論
」
（
旨
昌
ご
騨
目
騨
冨
く
騨
薗
国
）

月
称
の
主
著
と
な
る
代
表
的
著
作
。
全
体
が
十
二
章
よ
り
成

る
が
、
こ
と
に
第
六
章
に
多
く
の
紙
数
が
つ
い
や
さ
れ
、
こ
こ

で
、
月
称
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
ヴ
ェ
ー

ダ
ー
ン
タ
、
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
な
ど
の
外
教
の
み
な
ら
ず
、
唯
識

学
説
を
評
難
し
、
中
観
学
派
の
二
諦
説
・
無
我
説
な
ど
の
重
要

教
義
を
述
、
へ
て
い
る
。
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
み
が
存
し
、
こ
れ
が
、

プ
ー
サ
ン
教
授
に
よ
っ
て
校
訂
出
版
（
國
巨
５
９
の
。
騨
国
匡
目
‐

冒
○
騨
閂
脚
．
）
さ
れ
、
部
分
的
に
佛
訳
さ
れ
て
い
る
（
冨
匡
胤
○
目
》

５
ｓ
》
ら
己
）
尼
巨
）
。
ま
た
、
笠
松
単
伝
氏
は
、
第
一
章
を

（
佛
教
研
究
四
’
三
お
よ
び
、
「
印
度
哲
学
と
仙
教
の
諸
問
題
」
所
収
）
、

北
畠
利
親
氏
は
、
第
二
章
を
（
佛
教
学
研
究
、
十
八
、
十
九
）
、
第

四
章
、
第
五
章
を
（
竜
谷
大
学
論
集
、
三
七
四
）
、
そ
れ
ぞ
れ
邦
訳

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
入
中
論
」
の
研
究
と
し
て
、
瓜
生
津
隆

真
氏
「
中
観
佛
教
に
お
け
る
ポ
サ
ッ
道
の
展
開
」
（
鈴
木
学
術
財

団
研
究
年
報
一
九
六
四
）
な
ど
が
あ
る
。

⑨
「
中
論
註
」
（
甸
国
の
四
目
〕
四
冨
愚
昌
日
幽
冒
幽
巳
〕
ぐ
四
目
湾
厨
‐

ぐ
信
詳
詳
与

本
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
中
論
」
の
註
の
所
で
紹
介
し

た
。

③
「
六
十
頌
如
理
論
註
」
（
屋
三
日
笛
苔
冒
‐
ぐ
貝
丘
）

月
称
の
次
の
時
代
に
で
た
中
観
学
派
の
著
名
な
学
者
に
寂
天

（
閏
〕
弓
こ
の
ぐ
ゅ
観
？
計
ｅ
が
あ
る
。
寂
天
は
月
称
の
プ
ラ
ー
サ
ン

ギ
カ
派
に
ぞ
く
す
る
学
者
で
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
佛
教
史
家
で
あ
る
ブ

ト
ン
に
よ
る
と
、
彼
に
は
、
次
の
三
部
の
著
作
が
あ
っ
た
、
と
さ

れ
る
。い

「
入
菩
提
行
論
」
（
弱
ｃ
巳
〕
言
胃
冨
ご
塑
菖
塁
）

寂
天
の
主
著
で
、
全
体
が
九
一
七
の
偶
頌
よ
り
成
り
、
十
章

妙
「
七
十
空
性
論
註
」
（
曾
昌
騨
菌
、
ｇ
国
威
‐
ぐ
胃
は
）

⑤
「
四
百
論
釈
」
宕
煙
曾
冨
鼻
騨
冨
‐
口
圃
）

右
の
三
害
に
つ
い
て
は
、
龍
樹
、
お
よ
び
聖
提
婆
の
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
一
言
し
た
。

⑥
「
五
瀧
論
釈
」
（
勺
昌
８
の
盲
目
旨
冒
騨
冒
畠
目
）

世
親
の
「
五
禰
諭
」
を
前
提
と
し
て
註
釈
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
法
相
分
別
に
つ
い
て
、
琉
伽
唯
識
学
派
の
説
明
と
か

な
り
相
異
す
る
注
意
す
ゞ
へ
き
著
作
で
あ
る
。
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
に
の

み
存
す
る
。

例
「
入
中
観
智
恵
」
（
巨
昌
ご
鯉
白
煙
冒
冒
旦
副
ぐ
騨
冨
３
）

⑧
「
三
帰
依
七
十
論
」
（
目
儲
閏
豊
津
‐
蟹
頁
Ｐ
ｇ

右
の
二
害
は
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
に
の
み
存
し
、
き
わ
め
て
短
い

小
論
で
あ
る
。
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に
わ
か
れ
る
。
菩
薩
の
実
践
的
な
悟
り
へ
の
道
を
説
く
吾
で
あ

る
が
、
そ
の
第
九
章
に
お
い
て
、
中
観
学
派
の
二
諦
説
を
述
舎
へ
、

小
乗
佛
教
や
外
教
を
論
破
し
て
、
さ
ら
に
唯
識
説
に
評
難
を
加

え
て
お
り
、
き
わ
め
て
価
値
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
梵
語
原
典
，

チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
↑
漢
訳
の
い
ず
れ
に
も
存
す
る
が
、
漢
訳
は
原
典

の
第
三
、
第
四
章
を
欠
く
。
プ
ラ
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
カ
ラ
マ
テ
ィ

（
勺
且
倒
冨
３
日
台
）
の
梵
文
の
註
釈
書
が
存
し
、
ま
た
、
こ

の
他
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
八
種
類
の
註
釈
書
が
あ
る
。
梵
語
原
典

の
出
版
や
欧
訳
に
つ
い
て
は
、
金
倉
円
照
博
士
「
悟
り
へ
の

道
」
（
サ
ー
ラ
叢
書
９
、
本
論
偶
頌
の
邦
訳
）
に
詳
し
い
。
な
お
、

河
口
恵
海
師
に
よ
っ
て
「
入
菩
薩
行
」
と
し
て
、
か
っ
て
、
邦

訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

⑨
「
大
乗
集
菩
薩
学
諭
」
命
房
協
‐
留
白
月
８
菌
）

⑥
「
大
乗
宝
要
義
諭
」
窃
冒
国
‐
留
日
宮
○
○
亀
騨
）

右
の
二
書
は
、
多
く
の
経
典
の
教
説
を
引
用
集
成
し
た
も
の

で
あ
り
、
中
観
思
想
の
思
想
的
背
景
や
実
践
的
立
場
を
知
る
う

え
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
「
大
乗
集
菩
薩
学
論
」
に
は
、
梵

語
原
典
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
と
が
存
し
、
梵
語
原
典
は
《
ヘ
ン

ダ
ー
ル
教
授
に
よ
っ
て
国
巨
５
房
①
○
四
国
自
邑
三
３
円
（
勗
弓
‐

ご
ｇ
）
に
校
訂
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
英
訳

（
ミ
ー
国
．
ロ
閃
。
固
い
の
〈
堅
§
ｍ
”
目
匡
ｏ
３
冒
〉
冒
昌
閏
月
の
弾

中
観
佛
教
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
は
、
こ
こ
ま
で
き
た
ら
、
右

に
紹
介
し
た
文
献
を
用
い
、
文
献
研
究
を
参
考
に
し
て
、
実
地
に

自
分
で
勉
強
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ぱ
虎
児

を
得
ず
、
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
梵
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
と
に

習
熟
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。
中
観
佛
教
の
み
な
ら
ず
、
大
乗
佛
教

の
文
献
は
、
す
べ
て
梵
語
か
チ
↑
ヘ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
お
り
↑
こ

と
に
梵
語
の
文
献
は
多
く
失
わ
れ
、
チ
ー
言
ヘ
ッ
ト
訳
が
蔵
経
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
チ
篝
ヘ
ッ
ト
語
の
学
習
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

中
観
佛
教
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
言
語
を
学
ん
で
、
自
分
で

静
凰
の
叩
》
の
二
言
四
詐
騨
》
届
隠
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
乗
宝
要
義

諭
に
は
梵
語
原
典
が
存
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
言
に
つ
い
て
は
、

寂
天
の
著
者
た
る
こ
と
に
疑
義
が
も
た
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
中
観
学
派
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
寂
護
（
閾
口
曾
‐

３
屏
岸
色
ご
Ｐ
計
ｅ
、
蓮
華
戒
（
嵐
騨
冒
四
冒
幽
騨
認
？
ｇ
ｅ
に
い

た
る
ま
で
紹
介
す
寺
へ
き
か
と
思
う
が
、
い
ま
は
、
寂
天
ま
で
に
と

ど
め
て
お
く
。
イ
ン
ド
の
中
観
佛
教
を
学
ぼ
う
と
す
る
も
の
は
、

以
上
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
、
中
観
佛
教
の
研
究
が
、
ど

の
よ
う
な
領
域
の
研
究
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る

か
の
大
体
を
心
得
る
必
要
が
あ
る
。

三
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原
典
に
直
接
あ
た
っ
て
み
る
よ
り
外
は
な
い
。
こ
れ
が
最
善
の
方

法
で
あ
る
。

こ
の
さ
い
、
梵
語
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
と
漢
訳
語
の
索
引
で
あ
る
「
翻

訳
名
義
大
集
」
を
使
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
索
引
は

語
句
の
佛
教
的
な
意
味
を
知
る
う
え
に
便
利
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、

こ
の
索
引
に
よ
っ
て
、
梵
語
や
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
を
佛
教
の
漢
訳
語
に

お
き
か
え
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
文
字
そ
の
も
の
の
意
味
を
、

辞
書
に
よ
っ
て
正
確
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で

も
な
い
。
芳
村
修
基
編
「
チ
蕾
ヘ
ッ
ト
語
字
典
」
（
プ
リ
ン
ト
草
稿

本
）
は
、
「
翻
訳
名
義
大
集
」
よ
り
語
彙
を
多
く
集
め
て
い
る
の

が
便
利
で
あ
る
が
、
現
在
入
手
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
最
近
、
鈴

木
学
術
財
団
よ
り
刊
行
さ
れ
た
平
野
隆
氏
が
編
岨
し
た
「
入
菩
提

行
論
」
第
九
章
の
梵
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
索
引
は
、
中
観
研
究
に

欠
か
せ
な
い
貴
重
な
索
引
で
あ
る
。
こ
の
他
、
同
財
団
刊
行
の
梵

語
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
索
引
に
、
長
尾
雅
人
博
士
の
「
大
乗
荘
厳
経

論
」
の
索
引
、
中
村
瑞
隆
博
士
の
「
宝
性
論
」
の
索
引
（
「
究
党
一

乗
宝
性
諭
」
所
収
）
、
コ
ン
ゼ
博
士
の
「
般
若
経
」
の
索
引
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
研
究
者
の
坐
右
に
す
書
へ
き
貴
重
な
索

引
で
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
「
入
榴
伽
経
」
の
索
引
も

有
益
で
あ
る
。
研
究
に
こ
こ
ろ
ざ
す
も
の
は
梵
語
と
チ
寺
ヘ
ッ
ト
語

と
を
学
び
、
辞
書
や
こ
れ
ら
の
索
引
を
使
用
し
て
、
と
も
か
く
、

原
典
に
直
接
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

勿
論
、
原
典
に
実
地
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
困
難
で

あ
る
。
た
と
え
、
翻
訳
を
参
照
し
て
も
、
初
心
の
者
に
、
原
典
は

た
や
す
く
読
め
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
、
た
や
す
く
理
解
し
う
る

も
の
で
な
い
。
そ
こ
で
、
初
心
の
者
は
、
ど
う
し
て
も
、
翻
訳
を

中
心
と
し
、
先
輩
の
種
友
の
研
究
を
読
ん
で
、
研
究
を
す
す
め
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
、
や
む
を
え
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

少
し
で
も
、
原
典
に
接
し
よ
う
と
す
る
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
。

中
観
思
想
を
と
り
あ
つ
か
う
種
点
の
研
究
を
、
い
ま
こ
こ
に
、

あ
げ
る
余
裕
は
な
い
。
「
印
度
学
佛
教
学
研
究
」
↑
「
日
本
佛
教
学

会
年
報
」
、
「
各
大
学
の
研
究
雑
誌
」
な
ど
に
、
中
観
関
係
の
論
文

が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
＄
単
行
本
に
収
め
ら
れ
る

論
文
も
多
い
か
ら
、
中
観
佛
教
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
が
、
こ
れ
ら

の
研
究
論
文
に
注
意
す
＄
へ
き
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

研
究
害
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
山
口
益
博
士
の
文
献
学
的

研
究
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
口
博
士
の
「
佛
教
に
お
け
る

無
と
有
と
の
対
論
」
（
山
喜
房
）
は
、
中
観
学
派
と
唯
識
学
派
と
の

論
争
の
研
究
で
あ
り
↑
佛
教
に
お
け
る
中
観
思
想
の
教
義
や
立
場

を
始
め
て
客
観
的
に
究
明
し
た
非
常
に
価
値
の
あ
る
労
作
で
あ
る
。

博
士
の
「
中
観
佛
教
論
孜
」
（
山
喜
房
）
は
、
中
観
諸
論
書
の
文
献

学
的
研
究
で
あ
る
が
、
初
学
者
に
も
甚
だ
有
益
で
あ
り
，
「
中
論
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釈
」
（
清
水
弘
文
堂
）
は
、
斯
学
の
徒
の
ひ
と
し
く
完
成
を
ね
が
う

偉
業
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
本
正
尊
博
士
の
「
中
道
思
想
及
び
そ
の

発
達
」
（
法
蔵
館
）
、
「
根
本
中
と
空
」
（
第
一
書
房
）
な
ど
に
見
ら

れ
る
中
観
研
究
に
は
、
多
く
の
傾
聴
す
寺
へ
き
論
文
が
含
ま
れ
て
お

り
、
稗
益
す
る
所
が
多
い
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
、
宮
本
、
梶
芳
、

泰
本
訳
「
中
観
論
疏
上
」
（
国
訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
三
ハ
）
は
、

中
国
の
佛
教
の
言
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
中
観
佛
教
の
比

較
研
究
も
す
す
め
る
ゞ
へ
き
で
あ
り
、
研
究
者
の
座
右
に
備
え
る
ゞ
へ

き
書
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
長
尾
雅
人
博
士
の
「
西
蔵
佛
教
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
は
～

ツ
ォ
ン
カ
・
〈
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
の
学
僧
の
言
い
た
「
ラ
ム
リ
ム
」

と
い
う
中
観
論
書
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
「
ラ
ム
リ
ム
」
は
全
く
イ

ン
ド
中
観
論
耆
の
姿
を
伝
え
て
お
り
、
か
つ
、
長
尾
博
士
の
邦
訳

は
推
敲
を
重
ね
た
名
訳
で
あ
り
、
読
者
を
し
て
難
渋
せ
し
め
な
い
。

本
書
は
、
中
観
佛
教
の
全
貌
を
う
か
が
わ
し
め
る
、
す
ぐ
れ
た
概

説
書
で
あ
っ
て
、
初
心
者
に
は
、
特
に
こ
の
書
を
推
し
た
い
。
ま

た
、
す
こ
し
方
面
が
か
わ
る
が
、
中
村
元
博
士
の
「
宗
教
の
社
会

倫
理
」
（
岩
波
書
店
）
を
始
め
と
す
る
佛
教
倫
理
に
か
ん
す
る
著
作

も
、
研
究
者
に
と
っ
て
必
読
の
害
で
あ
ろ
う
。
中
観
の
研
究
者
は
、

と
か
く
、
難
解
な
教
義
の
解
釈
に
お
ち
い
り
や
す
い
。
し
か
し
、

中
観
の
教
義
が
↑
い
か
に
社
会
倫
理
に
結
び
っ
く
か
の
問
題
は
、

ま
こ
と
に
重
大
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ゞ
平
川
彰
博
士
の
「
八
千
頌

よ
り
な
る
般
若
波
羅
蜜
経
」
（
筑
摩
書
房
、
世
界
古
典
文
学
全
集
「
佛

典
Ⅱ
」
所
収
）
も
注
意
す
ゞ
へ
き
で
あ
ろ
う
。
般
若
経
は
中
観
思
想

の
源
泉
で
あ
り
、
発
展
の
母
胎
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
稲
津
紀
三
「
龍
樹
空
観
の
研
究
」
（
大
東
出
版
社
）
、
上
田

義
文
「
大
乗
佛
教
思
想
の
根
本
描
造
」
（
百
華
苑
）
、
田
中
順
照
「
空

と
識
」
（
永
田
文
昌
堂
）
、
増
田
英
男
「
佛
教
思
想
の
求
道
的
研
究
」

（
創
文
社
）
な
ど
も
注
意
す
寺
へ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
は
な
は

だ
恐
縮
で
あ
る
が
、
私
の
書
い
た
「
中
観
思
想
の
研
究
」
（
法
蔵
館
）

に
も
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
学
者
に
よ
っ
て
、
見
方
も
異
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
物

に
よ
っ
て
、
研
究
者
は
い
ろ
い
ろ
と
批
判
の
眼
を
や
し
な
い
、
学

問
を
す
す
め
て
い
く
の
が
よ
い
。
な
お
、
欧
文
の
も
の
で
あ
る
が
、

ム
ル
テ
イ
（
目
．
罰
．
く
冒
目
ｇ
博
士
の
目
胃
Ｒ
口
酎
巴
も
ご
‐

き
め
名
ぽ
胃
９
国
ｐ
Ｑ
Ｑ
宮
め
目
（
Ｆ
自
己
○
旨
ゞ
。
①
○
侭
①
匡
席
］
］
鼬
』
ａ

ご
旨
笥
目
》
届
訊
）
は
、
中
観
思
想
の
哲
学
的
な
研
究
で
あ
り
、
啓

発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
観
に
か
ん
す
る
欧
文
の
専
門
書
と

し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
現
在
、
本
書
ぐ
ら
い
で
な
い
か
と
思

う
。
難
解
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
な
か
な
か
意
欲
的
な
著

述
で
あ
る
。

な
お
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
も
の
も
読
む
と
よ
い
。
博
士
の
著
作
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に
は
、
般
若
中
観
思
想
の
風
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 

空 

常
」(

筑
摩
書
房)

の
如
き
、
佛
教
思
想
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
評
論 

の
思
想
を
問
題
と
し
た
西
谷
啓
治
博
士
の
「
宗
教
と
は
何
か
」 

や
随
筆
を
読
む
の
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
創
文
社)

の
如
き
哲
学
書
ヽ
あ
る
い
は
ゝ
唐
木
順
三
氏
の 

「
無 

-
-

完
-
-
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